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１．iStorage S/D/Mシリーズ連携機能 

１．１ 概要 

iStorage S/D/Mシリーズ（以下 iStorage）の共有ディスクを利用するシステムの場合、iStorageの電源供給を切断
する際には、電源切断の前に iStorage へのキャッシュフラッシュ指示処理を実行し、ディスクへの書き込み処理
を完了させておく必要があり、本処理が行われない iStorageはディスクの安全性が保障されません。 
 

iStorage へのキャッシュフラッシュ指示処理は、iStorage を利用するサーバのアクセスが停止した後に行います。
したがって、ESMPRO/AutomaticRunningController の電源管理機能により、サーバの停止処理が完了した後に
iStorageへのキャッシュフラッシュ要求を行うことになります。 
 

 

iStorageの資源を 

利用するサーバの 

シャットダウン 

iStorageへの 

キャッシュフラッ

シュ指示処理 

iStorageに 

電源供給する UPS

装置の停止処理 

停電 

また

スケジュール 

OFF 

管理サーバの ESMPRO/ACによる制御 
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１．２ 対応製品 

iStorage S/D/Mシリーズ連携機能は以下のバージョンに対応しています。 
本設定ガイドは、制御端末に、ESMPRO/AutomaticRunningController Ver5.0 を使用した場合のガイドとなります。 
 

制御端末 

 対象 PP 対応バージョン OS 

1 ESMPRO/AutomaticRunningController (ESMPRO/AC) 5.0 

2 ESMPRO/AC Enterprise (ESMPRO/ACE) 5.0 
Windows 

3 
ESMPRO/ACBlade 管理オプション 
（ESMPRO/ACBE） 

5.0 Windows 

4 
ESMPRO/AC Advance 
（ESMPRO/ACA） 

5.0 Windows 

 

 

連動端末 

 対象 PP 対応バージョン OS 

1 ESMPRO/AutomaticRunningController (ESMPRO/AC) 5.0 

2 ESMPRO/AC Enterprise (ESMPRO/ACE) 5.0 
Windows 

3 
ESMPRO/AutomaticRunningController for Linux 
(AC for Linux) 

3.1 Linux 

3.0～ Windows 
4 

ESMPRO/AC Enterpriseマルチサーバオプション 

（ESMPRO/ACEM） 3.0 Linux 

5 
ESMPRO/ACBlade 管理オプション 
（ESMPRO/ACBE） 

5.0 Windows 

3.0～ Windows 
6 

ESMPRO/ACBlade マルチサーバオプション 
（ESMPRO/ACBM） 3.0 Linux 
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２．システム構成 

２．１ ハードウェア 

サーバ：Express5800シリーズ 
UPS：  Smart-UPS＋SNMPカード環境 
 

iStorage連携機能設定を行う場合、iStorage連携が可能な構成である必要があります。 

制御端末にはiStorageを使用しないサーバとしていただき、『２．２ ソフトウェア』のシステム構成例のような
構成にしていただく必要があります。 
 

各サーバ／iStorageに接続するUPS装置の機種により、必要となるバッテリバックアップ時間が異なります。使
用するUPS装置の機種を確認のうえ、必要となるバッテリバックアップ時間を計算し、その時間を十分に越える
UPSを選択してください。 
 

①LCDパネルなし Smart-UPS装置を使用している場合 
 管理サーバ（制御端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 
＋連動端末が使用する UPSの LowBattery検出後の動作可能時間＋2分（FWが持つガード時間） 

 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
   ＋制御端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 

＋制御端末が使用する UPSの LowBattery検出後の動作可能時間＋2分（FWが持つガード時間） 
 ＋90秒 

 

 iStorage ディスクアレイ装置基本筐体 (コントローラ、ディスクエンクロージャ)の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 

＋連動端末が使用する UPSの LowBattery検出後の動作可能時間＋2分（FWが持つガード時間） 
 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 

 

 業務サーバ（連動端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 

＋連動端末が使用する UPSの LowBattery検出後の動作可能時間＋2分（FWが持つガード時間） 
 

＜例＞ 
管理サーバ（制御端末）の UPS：21分 

iStorage ディスクアレイ装置基本筐体（コントローラ）の UPS：14分 
iStorage FCディスクエンクロージャ（DE）の UPS：14分 

業務サーバ（連動端末）の UPS：9分 
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②LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用し、コンセントグループ単位の運用を行わない場合 
 管理サーバ（制御端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 

 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
 ＋制御端末の OSシャットダウン処理時間 

 ＋90秒 
 

 iStorage ディスクアレイ装置基本筐体 (コントローラ、DE)の UPS 
iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 
 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 

 

 業務サーバ（連動端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
  ＋連動端末が使用する UPSの電源切断猶予時間 

 

＜例＞ 

管理サーバ（制御端末）の UPS：15分 
iStorage ディスクアレイ装置基本筐体（コントローラ）の UPS：11分 

iStorage FCディスクエンクロージャ（DE）の UPS：11分 
業務サーバ（連動端末）6分 

 

③LCDパネル付き Smart-UPS装置(メイングループあり)を使用し、コンセントグループ単位の運用を行う場合 

 管理サーバ（制御端末）の UPS 
iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

 ＋連動端末の使用する UPSのメイングループの電源切断猶予時間 
 ＋連動端末の使用する UPSのメイン以外のグループの電源切断猶予時間 

 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
 ＋制御端末の OSシャットダウン処理時間 

 ＋90秒 
 

 iStorage ディスクアレイ装置基本筐体 (コントローラ、DE)の UPS 
iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

 ＋連動端末の使用する UPSのメイングループの電源切断猶予時間 
 ＋連動端末の使用する UPSのメイン以外のグループの電源切断猶予時間 

   ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
 

 業務サーバ（連動端末）の UPS 
iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

 ＋連動端末の使用する UPSのメイングループの電源切断猶予時間 
 ＋連動端末の使用する UPSのメイン以外のグループの電源切断猶予時間 
 

＜例＞ 

管理サーバ（制御端末）の UPS：17分 
iStorage ディスクアレイ装置基本筐体（コントローラ）の UPS：12分 

iStorage FCディスクエンクロージャ（DE）の UPS：12分 
業務サーバ（連動端末）の UPS：7分 
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④LCDパネル付き Smart-UPS装置(メイングループなし)を使用し、コンセントグループ単位の運用を行う場合 
 管理サーバ（制御端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
 ＋連動端末の使用する UPSの全グループにおける最大電源切断猶予時間 

 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
 ＋制御端末の OSシャットダウン処理時間 

 ＋90秒 
 

 iStorage ディスクアレイ装置基本筐体 (コントローラ、DE)の UPS 
iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

 ＋連動端末の使用する UPSの全グループにおける最大電源切断猶予時間 
 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 

 

 業務サーバ（連動端末）の UPS 

iStorageの UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
 ＋連動端末の使用する UPSの全グループにおける最大電源切断猶予時間 
 

＜例＞ 

管理サーバ（制御端末）の UPS：15分 
iStorage ディスクアレイ装置基本筐体（コントローラ）の UPS：11分 

iStorage FCディスクエンクロージャ（DE）の UPS：11分 
業務サーバ（連動端末）6分 

 

⑤LCD パネル付き Smart-UPS 装置(メイングループなし)を使用し、iStorage と業務サーバ（連動端末）で同じ
UPSを使用して、コンセントグループ単位の運用を行う場合 
 管理サーバ（制御端末）の UPS 

UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 
 ＋iStorage、連動端末の UPSにおける連動端末を接続したグループの最大電源切断猶予時間 

 ＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 
 ＋制御端末の OSシャットダウン処理時間 

 ＋90秒 
 

 iStorage ディスクアレイ装置基本筐体 (コントローラ、DE)、業務サーバ（連動端末）の UPS 
UPSで電源異常を検出してから連動端末のシャットダウンを開始するまでの時間 

 ＋連動端末を接続したグループの最大電源切断猶予時間 
＋iStorageのキャッシュフラッシュに要する最大時間 

 

＜例＞ 

管理サーバ（制御端末）の UPS：15分 
iStorage ディスクアレイ装置基本筐体（コントローラ、DE）、業務サーバの UPS：11分 



 

★キャッシュフラッシュ処理に要する最大時間の設定について 

キャッシュフラッシュ処理に要する最大時間は使用するiStorage装置により異なります。iStorage装置のドキュメ
ントを別途参照して事前に確認をお願いします。 
 

連携装置： 

iStorage Sシリーズ、iStorage Dシリーズ、iStorage Mシリーズ 
 

※iStorage S2800 で iStorage 連携機能を使用する場合は、 iStorage S2800 のストレージ制御ソフトのバージョン
が 0324以降である必要があります。 

 
 

  ESMPRO/AC の iStorage 連携機能を使用する場合、ESMPRO/AC のサービスが iStorage 装置へアクセスするた
めの連携設定が、iStorage 装置側で別途必要になります。iStorage 装置側での連携設定の方法については
iStorage装置関連のドキュメントを参照してください。 

重要 
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２．２ ソフトウェア 

＜管理サーバ(制御端末)＞ 
ESMPRO/AutomaticRunningController 

＋ 
ESMPRO/AC Enterprise 

 

＜業務サーバ(連動端末)＞ 

ESMPRO/AC Enterpriseマルチサーバオプション 

 

）iStorage と連動端末が、別々の UPS を使用 

※ 制御端末は、iStorageの資源を使用しないでください。 

ESMPRO / AC 

  ＋ 

ESMPRO/ACE 

管理サーバ（制御端末） 

LAN 

Smart-UPS 

(＋SNMPカード) 

Smart-UPS 

(＋SNMPカード) 

Smart-UPS 

(＋SNMPカード) 

iStorage 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置基本筐体 

（ｺﾝﾄﾛｰﾗ） 

iStorage 

FC ﾃﾞｨｽｸｴﾝｸﾛｰｼﾞｬ

（DE） 

Fibre Channel Switch 

業務サーバ（連動端末） 

ESMPRO / ACE_M 

 9



）iStorage と連動端末が、同じ UPS を使用 

※ 制御端末は、iStorageの資源を使用しないでください。 

ESMPRO / AC 

  ＋ 

ESMPRO/ACE 

管理サーバ（制御端末） 

LCDパネル付き Smart-UPS 

(＋SNMPカード) 

LAN 

iStorage 

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲ装置基本筐体 

（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

iStorage 

FC ﾃﾞｨｽｸｴﾝｸﾛｰｼﾞｬ

（DE） 

業務サーバ（連動端末） 

ESMPRO / ACE_M 

Fibre Channel Switch 

LCDパネル付き Smart-UPS 

(＋SNMPカード) 
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２．３ システム構築時の注意事項 

■iStorage へのキャッシュフラッシュ指示処理は、iStorage への I/O がない状態で実行する必要があります。し
たがって管理サーバは、iStorageの資源を利用しないサーバを利用してください。 

 

■iStorage M シリーズを利用する場合、ESMPRO/AutomaticRunningController との連携で使用する通信ポートは、
iStorage コントローラの「BMC IPアドレス」です。 
 

■業務サーバに CLUSTERPROを利用する場合には、業務サーバには以下の製品をインストールしてください。 
＜Windows版＞ 

ESMPRO/AutomaticRunningController 

＋ 
ESMPRO/AC Enterprise 
 

＜Linux版＞ 
ESMPRO/AutomaticRunningController for Linux 
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３．環境設定 

３．１ インストール 

インストールする製品は下記のとおりです。 
管理サーバ（制御端末） 

・ESMPRO/AutomaticRunningController 
    ＋ 

・ESMPRO/AC Enterprise 
 

業務サーバ（連動端末） 
・ESMPRO/AC Enterpriseマルチサーバオプション 

 
 

なお、インストールの詳細と SNMPカードの設定は、各製品のセットアップカードを参照してください。 
 



 

３．２ ESMPRO/AC Enterprise環境設定 

 [スタート]→[プログラム]メニュー→[ESMPRO_AutomaticRunningController]から[ESMPRO_AC 環境ウィザ
ード]を起動します。 

表示されたウィンドウから”環境設定ウィザード”ボタンを押して、必要な設定を行ってください。詳細は、
ESMPRO/AC Enterpriseのセットアップカードを参照してください。 
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４．AC Management Consoleの設定 

４．１ Smart-UPSの確認 

ご使用の UPSにより、AC management Consoleの設定内容は異なります。LCDパネル付き Smart-UPS装置を使
用している場合、コントロールコンセントグループの制御が可能となります。その際、UPS がメイングループ
を保有しているかどうかにより、停電・スケジュールによりサーバ／iStorage が停止するまでの時間や復電・ス
ケジュールによりサーバ／iStorageが起動するまでの時間が異なります。 
LCD パネル付き Smart-UPS 装置を使用して電源管理を行う場合は、AC Management Console による設定を行う
前に、必ず、Smart-UPS のコンセントグループと各機器の接続状態を確認しておいてください。LCD パネル付
き Smart-UPS装置 の確認方法については、ESMPRO/AC Enterprise Ver.5.0のセットアップカードをご参照くださ
い。 
以降の章で記述している設定例は、各機器を以下の接続にした場合のものとなります。 
 

＜LCDパネル付き Smart-UPS装置(メイングループあり)＞ 

CONTROLLER01（制御端末） 

メイングループのコンセント

グループ 

メイングループのコンセント

グループ 
iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ) 
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メイングループのコンセント

グループ 
iStorage(DE) 

SERVER01（連動端末） 

メイングループのコンセント

グループ 

SERVER02（連動端末） 

メイングループのコンセント

グループ 
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＜LCDパネル付き Smart-UPS装置(メイングループなし)＞ 

 

 

CONTROLLER01（制御端末） 

GROUP 1の
コンセント

グループ 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ) 

GROUP 1の
コンセント

グループ 
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 iStorage(DE) 

 

 

 

 

 

 

 

GROUP 1の
コンセント

グループ 

 

 

 

SERVER01(連動端末) 

GROUP 1の
コンセント

グループ 

SERVER02(連動端末) 

GROUP 1の
コンセント

グループ 
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＜LCDパネル付き Smart-UPS装置(メイングループなし) (iStorageと連動端末で同じ UPSを使用)＞ 

CONTROLLER01（制御端末） 

GROUP 1の
コンセント

グループ 

iStorage(DE) 

GROUP 1の
コンセント

グループ 

SERVER01(連動端末) 

SERVER02(連動端末) 

GROUP 2 のコンセ
ントグループ 

GROUP 3の
コンセント

グループ 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ) 
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４．２ ツリー構成 

[スタート]→[プログラム]メニュー→[ESMPRO_AutomaticRunningController]から[AC Management Console]を起動
します。 

ESMPRO/AutomaticRunningController で電源制御を行う機器構成を作成します。iStorage と連動端末の UPS が異
なる場合、作成するツリーは以下のようになります。 

 
 

＜設定例＞ 
◆制御端末と UPS 

制御端末 CONTROLLER01 

制御端末の UPS SSUPS001 

 
 

◆iStorageの UPS 
※iStorageグループは、電源制御グループの下位に作成します。 

※連動装置 01は AC Management Console画面のメニュー 
（[編集]－[連動装置のグループ追加]）より作成します。 

iStorage（コントローラ）の UPS SSUPS002 

iStorage（DE）の UPS SSUPS003 

 
 

◆連動端末と UPS 
※連動グループは iStorageグループの下位に作成します。 

連動端末 1 SERVER01 

連動端末 1 の UPS SSUPS004 

連動端末 2 SERVER02 

連動端末 2 の UPS SSUPS005 
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大容量の LCD パネル付き Smart-UPS 装置を使用した場合、iStorageと連動端末を 1 台の UPS で運用することが
できます。この場合、作成するツリーは以下のようになります。 
 

＜設定例＞ 
◆制御端末と UPS 

制御端末 CONTROLLER01 

制御端末の UPS SSUPS001 

 
 

◆iStorageと UPS 
※iStorage_業務サーバグループは、電源制御グループの下位に作成します。 

iStorage（コントローラ）の UPS SSUPS002 

iStorage（DE）の UPS SSUPS002 

 
 

◆連動端末と UPS 

連動端末 1 SERVER01 

連動端末 1 の UPS SSUPS002 

連動端末 2 SERVER02 

連動端末 2 の UPS SSUPS002 

 

 

 20



 

４．３ iStorage連携機能設定 

iStorage連携機能を利用する場合は、次の設定を行ってください。  
 

(1) AC Management Console ツリーにて電源装置や連動装置下にある「ＵＰＳ」を選び「メニューバー：編集」
の「登録情報編集」を実行すると、以下の様な「電源装置」編集画面が表示されますので、「iStorage 連携」
を選択します。 
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(2) 以下のように「iStorage S/D/M シリーズを利用したシステムで ESMPRO/AC による電源管理を行う」にチェ
ックを入れます。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(3) 「追加する iStorage S/D/Mシリーズの IPアドレス」に、IPアドレスを入力して、「追加」ボタンを押します。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(4) 通信で利用する TCP/IP ポート番号と、iStorage連携におけるキャッシュフラッシュの監視タイムアウト時間
を変更する場合は、（3）の「共通情報設定」ボタンを選択して、数値を変更します。 

（デフォルト値、TCP/IP番号：6001、監視タイムアウト時間：300秒） 
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４．４ 電源装置／連動装置の設定 

起動／シャットダウンの順序を制御するために UPS（SNMPカード）のパラメータを設定します。 
 

起動順序         ： 制御端末→iStorage(DE)→iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)→連動端末 

シャットダウン順序 ： 連動端末→iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)→iStorage(DE)→制御端末 

（起動／シャットダウン順序を制御するためには制御端末が起動している必要があります） 
 

上記の順序にするためには、SNMPカードのパラメータの「電源異常確認時間」を適切な時間に設定する必要が
あります。特に管理サーバの「電源異常確認時間」については、 iStorageのキャッシュフラッシュ処理に要する
最大時間を考慮して、長い時間に設定する必要があります。 
 

電源異常確認時間（長い順）--- [制御端末の UPS] ＞ [連動端末の UPS] ＞ [ｺﾝﾄﾛｰﾗの UPS]、[DEの UPS] 
 

以下に、キャッシュフラッシュ処理の最大時間が 5分の場合の設定例を記述します。 
 
 

※iStorageに接続する UPSが冗長構成の場合、パラメータは同一にする必要があります。 
※電源切断猶予時間は、使用する UPS の機種によって設定可能な値が異なります。上記値が設定できない場合
には、各装置の設定値の大小関係は替えないで、適宜設定してください。 

※iStorage(DE)を複数台利用する場合には、DEに接続する UPSは全て同じパラメータに設定してください。 

 
実際のパラメータ設定は、サーバのシャットダウンに要する時間によって適宜変更してください。 
 
 

◆設定例１： 
LCDパネルなし Smart-UPS装置を使用している場合 

 

UPS の種別 電源異常 

確認時間 

電源切断 

猶予時間 

Warm-Up

順位 

Warm-Up

時間 

Disk 

保護時間 

LowBattery 検出後の

動作可能時間 

制御端末の UPS 720 秒 180 秒 － － 60 秒 2 分(120 秒) 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS 10 秒 90 秒 5 0 秒 60 秒 2 分(120 秒) 

iStorage(DE)の UPS 10 秒 180 秒 1 360 秒 60 秒 2 分(120 秒) 

連動端末の UPS 60 秒 90 秒 － － 60 秒 2 分(120 秒) 

注意 

連動端末が仮想化環境などのため、電源切断猶予時間を 90 秒→600 秒（＋510 秒）へ変更する場合、制御端
末の電源異常確認時間も、720秒→1230秒（＋510秒）へ変更する必要があります。 

 



＜制御端末の UPS＞ 

 
 
 
＜iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS＞ 
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＜iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS＞ 

 
 
 
＜連動端末の UPS＞ 
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◆設定例２： 
LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用し「コンセントグループ単位の制御を行わない」を設定している場合 

 

UPS の種別 電源異常 

確認時間 

電源切断 

猶予時間 

Warm-Up 

順位 

Warm-Up 

時間 

Disk 

保護時間 

制御端末の UPS 600 秒 180 秒 － － 60 秒 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS 10 秒 90 秒 5 0 秒 60 秒 

iStorage(DE)の UPS 10 秒 180 秒 1 360 秒 60 秒 

連動端末の UPS 60 秒 180 秒 － － 60 秒 

注意 

連動端末が仮想化環境などのため、電源切断猶予時間を 180 秒→600 秒（＋420 秒）へ変更する場合、制御端
末の電源異常確認時間も、600秒→1020秒（＋420秒）へ変更する必要があります。 
 

＜制御端末の UPS＞ 

 
 
 
＜iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS＞ 
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＜iStorage(DE)の UPS＞ 

 
 
 
＜連動端末の UPS＞ 
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◆設定例３： 
LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用し、「コンセントグループ単位の制御を行う」を設定している場合 
（メイングループを保有する UPSを使用） 

 

UPS の種別 電源異常 

確認時間 

電源切断 

猶予時間 

Warm-Up

順位 

Warm-Up 

時間 

Disk 

保護時間

制御端末の UPS 660 秒 － － － － 

メイングループ 

（管理サーバが接続） 

－ 120 秒 － － 60 秒  

グループ１ 

（接続機器なし） 

－ 120 秒 － － 60 秒 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS 10 秒 － 5 0 秒 － 

メイングループ 

（iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)が接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒  

グループ１ 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

iStorage(DE)の UPS 10 秒 － 1 360 秒 － 

メイングループ 

（iStorage(DE)が接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒  

グループ１ 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

連動端末の UPS 60 秒 － － － － 

 メイングループ 

（業務サーバが接続） 

－ 120 秒 － － 60 秒 

 グループ１ 

（接続機器なし） 

－ 120 秒 － － 60 秒 

注意 

連動端末が仮想化環境などのため、電源切断猶予時間を 120 秒→600 秒（＋480 秒）へ変更する場合、制御端
末の電源異常確認時間も、660秒→1140秒（＋480秒）へ変更する必要があります。 

 



＜制御端末の UPS＞ 

 

  

 29

 
 
＜iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS＞ 

 

メイングループで制御端末の
コンピュータ名のチェックを
有効にします。 

 



  

メイングループで iStorageの 

IP アドレスのチェックを有効
にします。 

 
 
＜iStorage(DE)の UPS＞ 

 

  

iStorageの IPアドレスが表示さ
れますが、チェックは有効に
しないでください。 

 

 30



 31

 

＜連動端末の UPS＞ 

 

 

メイングループで連動端末の
コンピュータ名のチェックを
有効にします。 
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設定例４： 
art-UPS装置を使用し、「コンセントグループ単位の制御を行う」を設定している場合 

（メイングループを保有しない UPSを使用） 
 

◆
LCDパネル付き Sm

UPS の種別 電源異常 

確認時間 

電源切断 

猶予時間 

Warm-Up

順位 

Warm-Up 

時間 

Disk 

保護時間

制御端末の UPS 600 秒 － － － － 

グループ 1 

（管理サーバが接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

グループ 2 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

 

グループ 3 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の UPS 10 秒 － 5 0 秒 － 

 グループ１ 

（iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)が接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

グループ 2 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒  

グループ 3 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

iStorage(DE)の UPS 10 秒 － 1 360 秒 － 

 グループ 1 

（iStorage(DE)が接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

グループ 2 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒  

グループ 3 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

連動端末の UPS 60 秒 － － － － 

 グループ 1 

（業務サーバが接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

 グループ 2 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

 グループ 3 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

注意 
連動端末が仮想化環境などのため、電源切断猶予時間を 180 秒→600 秒（＋420 秒）へ変更する場合、制御端末
の電源異常確認時間も、600秒→1020秒（＋420秒）へ変更する必要があります。
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＞ ＜制御端末の UPS

 

   
 

)の UPS＞ 
 

＜iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ

 
 

グループ 1 で制御端末のコン
ュータ チェ 有効

にします。 
ピ 名の ックを
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 グループ 1 で iStorage の IP ア
ドレスのチェックを有効にし
ます。 

   
 

＜iStorage(DE)の UPS＞ 

 

   

iStorageの IPアドレスが表示さ
れますが、チェックは有効に
しないでください。 
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連動端末の UPS＞ ＜

 

   
 

グループ 1 で連動端末のコン
ピュータ名のチェックを有効
にします。 



◆設定例５： 
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LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用し、「コンセントグループ単位の制御を行う」を設定し、 
iStorageと連動端末で同じ UPSを使用している場合（メイングループを保有しない UPSを使用） 

 

UPS の種別 電源異常 

確認時間 

電源切断 

猶予時間 

Warm-Up Warm-Up Disk 

順位 時間 保護時間

制御端末の UPS 600 秒 － － － － 

グループ 1 

（管理サーバが接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

グループ 2 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

 

グループ 3 

（接続機器なし） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE)、連動端末の UPS 60 秒 － － 360 秒 － 

 グループ１ 

（iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE)が接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

グループ 2 

（業務サーバが接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒  

グループ 3 

（業務サーバが接続） 

－ 180 秒 － － 60 秒 

注意 

連動端末が仮想化環境などのため、電源切断猶予時間を 180 秒→600 秒（＋420 秒）へ変更する場合、制御端
末の電源異常確認時間も、600秒→1020秒（＋420秒）へ変更する必要があります。 
 
 

＜制御端末の UPS＞ 
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 メイングループで制御端末の
コンピュータ名のチェックを
有効にします。 

 

   
 

＜iStorage(ｺﾝ の UPS＞ ﾄﾛｰﾗ、DE)、連動端末

 

   

グループ 1 で iStorage の IP アド
レスのチェックを有効にして、
グループ 2、グループ 3 で、連動
端末のコンピュータ名のチェッ
クを有効にします。 
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４．５ ESMPRO/ACサービスの再起動 

前項までの設定が完了したら、制御端末／連動端末共に「ESMPRO/ARC Service」サービスを再起動するか、シ
ステムの再起動を行ってください。 
 

再起動完了後、数分経過した後に制御端末の OSイベントログの「アプリケーション」を確認してください。 

以下のイベントが記録されている場合、制御端末の ESMPRO/AC サービスと iStorage 装置との通信が正常に実
施されていない状態となっているため、正しく連携動作ができません。 

【 ID 】 1501 
【ソース】 ESMPRO/AC 

【 種類 】 警告 
【 メッセージ 】 iStorage（***.***.***.***）との通信に異常が発生しています。 

(括弧内には、iStorage装置の IPアドレスが入ります。) 
 

上記イベントが記録される原因として、以下のことが考えられます。 
(1) LANケーブルの接続不良 

icRunningController との連携設定の情報が、ESMPRO/ACの設定情
報と一致していないなどの設定の不備 

問題点がないか再度確認し、ESMPRO/ACサービスの再起動、またはサーバの再起動を実施してください。 
 

(2) iStorage装置側で行う ESMPRO/Automat



 

４．６ SANブート環境の場合 

以下の設定により、業務サーバの OS 起動のタイミングが共有ディスクの初期化処理後になるよう設定してくだ
さい。 
 

①管理サーバ（制御端末）  ②業務サーバ（連動端末：ブレードサーバ） 

 

[SANブート環境における基本動作概要] 
SANブート環境において ESMPRO/AutomaticRunningControllerによる自動運転を行なう場合、シャットダウン時
の動作および起動時の動作が以下の順序になる必要があります。 
－シャットダウン時の動作－ 

1. ブレードサーバのシャットダウン完了 
2. 共有ディスクおよび FCスイッチの電源オフ 

－起動時の動作－ 
1. 共有ディスクおよび FCスイッチが起動 

2. ブレードサーバを起動 
 

SAN ブート環境の各装置を上記の基本動作概要のようにシャットダウン／起動制御するための注意・制限事項
が以下にありますので参照の上、運用を行ってください。なお、以下に挙げる操作は ESMPRO/AC の GUI であ
る AC Management Console （以下 AMCと省略します）から行ないます。 
 

制御端末がブレードサーバ（連動端末）へ起動要求を出すことで、ブレードサーバが起動します。しかし本構
成においては、共有ディスクおよび FC スイッチの起動処理中にブレードサーバが起動すると、ブレードサーバ
から共有ディスクへのアクセスが失敗し、その結果としてブレードサーバの OS 起動に失敗する現象が発生する
場合があります。この現象についての注意点および必要となる設定を以下に説明します。 
 

＜ESMPRO/ACのスケジュール機能または停電機能によるブレードサーバの起動についての注意＞ 
ESMPRO/ACのスケジュール機能による起動処理や、停電後の復電による自動起動処理によりブレードサーバ
の自動起動を行なう場合、制御端末がブレードサーバへ出す起動要求を待ち合わせる設定を行なうことで、
OS起動に失敗する現象を回避します。 
ブレードサーバへの起動要求を待ち合わせる設定は、AMC メニュー「表示（Ｖ）」→「オプション（Ｏ）」の

 39
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リモートウェイクアップの「起動要求開始待ち合わせ時間」および「起動要求タイムアウト時間」にて行な
います。 

 
●起動要求開始待ち合わせ時間 

設定する時間の目安として、共有ディスクおよび FC スイッチの電源オン後、ブレードサーバから共有
ディスクへのアクセスが可能になるまでに要する時間以上の時間を設定します。  

 

●起動要求タイムアウト時間 

起動要求待ち合わせ時間」にて設定した時間＋300秒を設定します。  
 

例）共有ディスクおよび FC スイッチの電源オン後、ブレードサーバから共有ディスクへのアクセスが
可能になるまでに要する時間が 420秒の環境における設定例 

起動要求開始待ち合わせ時間：450秒 
起動要求タイムアウト時間：750秒 

各装置の起動時間につきましては装置に添付される取扱説明書を参照共有ディスクおよびFCスイッチの
ください。 
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４．７ SANブート環境以外の場合 

SAN ブート環境以外の場合においても、業務サーバの起動完了時に共有ディスクの初期化処理が完了していな
いと、業務サーバから共有ディスクへのアクセスが失敗する現象が発生する可能性があります。この現象を回
避するための設定を以下に説明します。 
 

＜ESMPRO/ACのスケジュール機能または停電機能による業務サーバの起動についての注意＞ 
ESMPRO/ACのスケジュール機能による起動処理や、停電後の復電による自動起動処理により業務サーバの自動
起動を行なう場合、業務サーバの BIOS 機能による待ち合わせを行なうことで、アクセスが失敗する現象を回避
します。 

【サー 延設定】 
使用
る場 起動を行わず、任意
の時間だけ遅らせて起動を開始する機能があります。ご使用のサーバ装置の BIOS に、該当する機能が含ま
れているかどうかは、サーバ装置に添付のマニュアルを参照してください。 

 

共有

バ装置の BIOS設定による起動遅
するサーバ装置の BIOSによっては、「Power ON Delay Time」(使用するサーバ機種によって表現が異な
合があります)などの時間設定によって、UPSからの電源供給再開後すぐにサーバの

 

ディスクおよびFCスイッチの各装置の起動時間につきましては装置に添付される取扱説明書を参照くだ
さい。 
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４．８ 業務サーバのOS起動タイミングの調整 

ラメータ調整については、使用するシステムが「SAN ブート環境の場合」と、「SAN ブート環境以外の場

スケジュール機能による起動処理や、停電機能による復電時の起動処理には、共有ディスクと業務サーバ（連
動端末）の起動タイミングを以下のパラメータで調整する必要があります。 
 

パ
合」により方法が異なります。 
ご使用のシステムに応じて、説明を参照してください。 
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５．動作説明 

５．１ 停電発生から復電までの動作説明 

停電発生から復電までの動作ポイントは、以下となります。 

 
動作のポイント 
■管理サーバ 
・管理サーバは iStorage へのキャッシュフラッシュ指示処理を実行するため、管理サーバの UPS の「電源異常
確認時間」については、業務サーバのシャットダウン開始から iStorage のキャッシュフラッシュ処理完了まで
に要する最大時間以上の時間を設定しておく必要があります。 

 

・通信不可状態の iStorage に対しては、キャッシュフラッシュ指示を出してキャッシュフラッシュに要する最大
時間を待ってから UPSを OFFします。 

 

・iStorage、サーバの起動処理は全て ESMPRO/AC 管理サーバが制御を行うため、管理サーバが起動しない限り
起動処理が行えません。 

 

・業務サーバの起動処理は、iStorageのコントローラの状態が正常状態を示した後に実行します。 
 

■iStorageの OFF／ON順序 

シャットダウン順序： 連動端末→iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)→iStorage(DE)→制御端末 
起動順序： 制御端末→iStorage(DE)→iStorage(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)→連動端末 

iStorage の起動処理は、iStorage の UPS が全て復電した後で行います。連動端末の起動は iStorage 起動後、
iStorageの状態が ready状態を認識した後に行います。 

 
 

以降に、LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用していない場合と LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用してい
る場合の停電発生から復電までの動作について、記述します。 
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mart-UPS装置 ５.１.１ LCDパネルなしS

停電発生から復電までの動作は以下のとおりになります。 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

   ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 

   ＋ 2分 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

停電発生 

管理サーバ 

管理サーバ起動後、iStorageの

UPSに接続された全てのUPSで

復電を確認し、UPSを順番に起

動させる 

iStorageのUPS起動後iStorage

に状態確認し、ready状態にな

ったことを確認後、ｻｰﾊﾞのUPS

にON要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

管理サーバ

の停止処理

（ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ）

の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

①’

②’

UPSのOFF

停電発生からiStorageの

停止までの時間 

③ 

③’

停電ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を

要求し、UPSへ一定

時間後に停止する

OFF指示 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとUPSに

即時OFF要求 

復電 

業務サーバ コントローラ DE 業務サーバ 管理サーバ

 
①   業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 ＋ ２分 

 

①’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ or DE）に接続した UPS（連動装置）の電源異常確認時間 

 
③’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源異常確認時間 
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作例 動

■一斉停電発生時のUPS停止時間
電源異常

管理サーバのUPS 720 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 90 － 60

業務サーバBのUPS 60 90 － 60

※電源切断猶予時間＋LowBattery検出後の動作可能時間(最小値120秒）＋2分（固定）

■復電時の起動時間
電源復電

管理サーバのUPS 720 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 90 － 60

業務サーバBのUPS 60 90 － 60

1612 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

90+120+120　※

90+120+120　※

16

180

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

12 13 14 158 9 10 11

▼

時間
猶予時間

順位
護時間

4 5 6 7電源異
常確認

電源切断
Warm
-Up

Disk保 0 1 2 3

iStorageの電源異常確認時
間（10秒）後にシャットダウン
開始

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

業務サーバのUPS停
止後にキャッシュフ
ラッシュを開始

業務サーバのUPS停
止後にキャッシュフ
ラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了
後にUPS停止（停止順序：
コントローラ→DE）

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間を電源異常確認
時間に設定する

キャッシュフラッシュ完了後
にUPS停止

復電しDisk保護時間の後に管理サーバが起動

管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動
管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動

iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始
iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始

 



■部分停電（iStorageのみで発生）発生時のUPS停止時間
iStorageだけで電源異常が発生

管理サーバのUPS 720 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 90 － 60

業務サーバBのUPS 60 90 － 60

※電源切断猶予時間＋LowBattery検出後の動作可能時間(最小値120秒）＋2分（固定）

■部分復電（iStorageのみで発生）時のUPS起動時間
iStorageだけで電源復電

管理サーバのUPS 720 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 90 － 60

業務サーバBのUPS 60 90 － 60

1612 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

90+120+120　※

90+120+120　※

16

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

12 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

業務サーバのUPS停
止後にキャッシュフ
ラッシュを開始

業務サーバのUPS停止
後にキャッシュフ
ラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了
後にUPS停止（停止順序：
コントローラ→DE）

キャッシュフラッシュ完了後
にUPS停止

業務サーバ側で停電が発生していなくても
iStorageの電源異常確認時間（10秒）後
にシャットダウン開始

Warm-Up順位に基
きiStorageを起動

iStorage起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始
iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動
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５.１.２ LCDパネル付きSmart-UPS装置(コンセントグループ制御なし) 

停電発生から復電までの動作は以下のとおりになります。 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

 

停電発生 

管理サーバ 

管理サーバ起動後、iStorageの

UPSに接続された全てのUPSで

復電を確認し、UPSを順番に起

動させる 

iStorageのUPS起動後iStorage

に状態確認し、ready状態にな

ったことを確認後、ｻｰﾊﾞのUPS

にON要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

管理サーバ

の停止処理

（ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ）

の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

①’

②’

UPSのOFF

停電発生からiStorageの

停止までの時間 

③ 

③’

停電ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を

要求し、UPSへ一定

時間後に停止する

OFF指示 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとUPSに

即時OFF要求 

復電 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 
①   業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ or DE）に接続した UPS（連動装置）の電源異常確認時間 

 
③’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源異常確認時間 

 



動作例 

■一斉停電発生時のUPS停止時間
電源異常

管理サーバのUPS 600 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 180 － 60

業務サーバBのUPS 60 180 － 60

■復電時の起動時間
電源復電

管理サーバのUPS 600 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 180 － 60

業務サーバBのUPS 60 180 － 60

180

180

サーバの停止待ち

サーバの停止待ち

1612 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

キャッシュフラッシュ

キャッシュフラッシュ

1612 13 14 158

180

9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3
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iStorageの電源異常確認時
間（10秒）後にシャットダウン
開始

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

業務サーバのUPS停
止後にキャッシュフ
ラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了
後にUPS停止（停止順序：
コントローラ→DE）

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間を電源異常確認
時間に設定する

キャッシュフラッシュ完了後
にUPS停止

復電しDisk保護時間の後に管理サーバが起動

管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動
管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動

iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始
iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始

 



■部分停電（iStorageのみで発生）発生時のUPS停止時間
iStorageだけで電源異常が発生

管理サーバのUPS 600 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 180 － 60

業務サーバBのUPS 60 180 － 60

■部分復電（iStorageのみで発生）時のUPS起動時間
iStorageだけで電源復電

管理サーバのUPS 600 180 － 60

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 10 90 5 60

iStorage(DE）のUPS 10 180 1 60

業務サーバAのUPS 60 180 － 60

業務サーバBのUPS 60 180 － 60

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3 4 5 6 7 1612 13 14 158 9 10 11

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3 4 5 6 7 158 9 10 11

180

180

1612 13 14

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

キャッシュフラッシュ完了
後にUPS停止（停止順序：
コントローラ→DE）

キャッシュフラッシュ完了後
にUPS停止

業務サーバ側で停電が発生していなくても
iStorageの電源異常確認時間（10秒）後
にシャットダウン開始

Warm-Up順位に基
きiStorageを起動

iStorage起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始
iStorage起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動

業務サーバのUPS停
止後にキャッシュフ
ラッシュを開始
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５.１.３ LCDパネル付きSmart-UPS装置(メイングループあり) 

停電発生から復電までの動作は以下のとおりになります。 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

 

停電発生 

管理サーバ 

管理サーバ起動後、iStorageの

UPSに接続された全てのUPSで

復電を確認し、UPSを順番に起

動させる 

iStorageのUPS起動後iStorage

に状態確認し、ready状態にな

ったことを確認後、ｻｰﾊﾞのUPS

にON要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

管理サーバ

の停止処理

（ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ）

の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

①’

②’

UPSのOFF

停電発生からiStorageの

停止までの時間 

③ 

③’

停電ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を

要求し、UPSへ一定

時間後に停止する

OFF指示 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとUPSに

即時OFF要求 

復電 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 
①   業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ or DE）に接続した UPS（連動装置）の電源異常確認時間 

 
③’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源異常確認時間 

 



動作例 

■一斉停電発生時のUPS停止時間
電源異常

660 － － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

10 － 5 －

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

メイングループ
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

－ 120 － 60

グループ1
－ 120 － 60

4

120

120

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

120

7 9 10

グループ1
停止待ち

1612 13 14 15

120

グループ1
停止待ち

120

グループ1
停止待ち

▼

0 1 2 3 5 6 8 11電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保護
時間

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

業務サーバBのUPS

業務サーバAのUPS

iStorage(DE）のUPS

120

キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバの停止待ち
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（接続機器なし）

キャッシュフラッシュ
が完了するまでに十分
な時間を電源異常確認
時間に設定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後にUPS停止

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

 



■復電時の起動時間
電源復電

660 － － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

10 － 5 －

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

メイングループ
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

7 8 9 10

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

iStorage(DE）のUPS

6電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保護
時間

1612 13 14

▼

0 1 2 3 4 5 1511

管理サーバ起動後にWarm-Up順位
に基きiStorageを起動

復電しDisk保護時間の後に管理
サーバが起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始

管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始
iStorageの起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始
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■部分停電（iStorageのみで発生）時のUPS停止時間
電源異常

660 － － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

10 － 5 －

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

メイングループ
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

キャッシュフラッシュ完了待ち

120

iStorage(DE）のUPS

業務サーバBのUPS

業務サーバAのUPS

グループ1
停止待ち

業務サーバの停止待ち

120

120

グループ1
停止待ち

120

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

キャッシュフラッシュ業務サーバの停止待ち

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバの停止待ち

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

▼

0 1 2 3 5 6 9 10

キャッシュフラッシュ完了待ち

114 112 13 14 157 8 6

業務サーバ側で停電が発生していな
くてもiStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後にUPS停止

業務サーバ側で停電が発生していな
くてもiStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始
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■部分復電（iStorageのみで発生）時のUPS起動時間
電源復電

660 － － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

10 － 5 －

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接続）

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

メイングループ
（iStorage(DE）が接続）

－ 180 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

60 － － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

－ 120 － 60

グループ1
（接続機器なし）

－ 120 － 60

▼

0 1 2 3 4 5 1511 1612 13 14

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

iStorage(DE）のUPS

6電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

7 8 9 10

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始
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５.１.４ LCD パネル付き Smart-UPS 装置(メイングループなし) 

停電発生から復電までの動作は以下のとおりになります。 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

 

停電発生 

管理サーバ 

管理サーバ起動後、iStorageの

UPSに接続された全てのUPSで

復電を確認し、UPSを順番に起

動させる 

iStorageのUPS起動後iStorage

に状態確認し、ready状態にな

ったことを確認後、ｻｰﾊﾞのUPS

にON要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

管理サーバ

の停止処理

（ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ）

の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

①’

②’

UPSのOFF

停電発生からiStorageの

停止までの時間 

③ 

③’

停電ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を

要求し、UPSへ一定

時間後に停止する

OFF指示 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとUPSに

即時OFF要求 

復電 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 
①   業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ or DE）に接続した UPS（連動装置）の電源異常確認時間 

 
③’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源異常確認時間 

 
 

 



動作例 

■一斉停電発生時のUPS停止時間
電源異常

600 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 5 －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
－ 180 － 60

60 － － －

60

グループ3
60

サーバの停止待ち

サーバの停止待ち

サーバの停止待ち

サーバの停止待ち

キャッシュフラッシュ

キャッシュフラッシュ完了待ち

1612 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

管理サーバのUPS

180

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

180

180

キャッシュフラッシュ完了待ち

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

iStorage(DE）のUPS

キャッシュフラッシュ完了待ち

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

180

180

180

180

180
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（接続機器なし）

グループ1
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60 180

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 －

（接続機器なし）
－ 180 －

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間を電源異常確認
時間に設定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後にUPS停止

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

iStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

 



■復電時の起動時間
電源復電

600 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 5 －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

7 8 9 10

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

iStorage(DE）のUPS

6電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保護
時間

13 14 1511

▼

0 1 2 3 4 5 1612

管理サーバ起動後にWarm-Up順位
に基きiStorageを起動

復電しDisk保護時間の後に管理
サーバが起動

iStorageの起動確認後に、業務サー
バの起動処理を開始

管理サーバ起動後にWarm-Up
順位に基きiStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業務サー
バの起動処理を開始
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■部分停電（iStorageのみで発生）発生時のUPS停止時間
電源異常

600 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 5 －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

1612 13 14 15114 5 6 7 8 9 10

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1 2 3

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

キャッシュフラッシュ完了待ち

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

キャッシュフラッシュサーバの停止待ち

サーバの停止待ち

iStorage(DE）のUPS

キャッシュフラッシュ完了待ち

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ完了待ち

キャッシュフラッシュ完了待ちサーバの停止待ち

サーバの停止待ち

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

180

180

180

180

180

180

業務サーバ側で停電が発生していな
くてもiStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後にUPS停

業務サーバ側で停電が発生していな
くてもiStorageの電源異常確認時間
（10秒）後にシャットダウン開始
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■部分復電（iStorageのみで発生）時のUPS起動時間
電源復電

600 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 5 －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

10 － 1 －

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

6 7 1612 158 9 10 11

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

iStorage(DE）のUPS

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

▼

0 1 2 3 4 5 13 14

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始

Warm-Up順位に基き
iStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業
務サーバの起動処理を開始
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５.１.５ LCDパネル付きSmart-UPS装置(メイングループなし) (iStorageと連動端末が同じ

UPS) 

停電発生から復電までの動作は以下のとおりになります。 

 

業務サーバ 

（UPSのグルー

プ2、3に接続） 

コントローラ 

DE 

（UPSのグループ

1に接続） 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

 

停電発生 

管理サーバ 

管理サーバ起動後、iStorageの

UPSに接続されたUPSで復電を

確認し、iStorageのグループ1を起

動させる 

iStorageのUPS起動後iStorage

に状態確認し、ready状態にな

ったことを確認後、ｻｰﾊﾞのグ

ループ1、2にON要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

管理サーバ

の停止処理

（ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ）

の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

①’

②’

UPSのOFF

停電発生からiStorageの

停止までの時間 

③ 

③’

停電ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を

要求し、UPSへ一定

時間後に停止する

OFF指示 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（グループ

2、3のOFF）を認識す

るとiStorageに対して

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとグループ1

に即時OFF要求 

復電 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラDE 

 
①   業務サーバに接続したグループ 2、3の電源切断猶予時間 

 

①’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、連動端末に接続した UPSの電源異常確認時間 

 
③’ 管理サーバに接続した UPS（電源装置）の電源異常確認時間 

 
 

 

 

②’



動作例 

■一斉停電発生時のUPS停止時間
電源異常

630 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）が接
続）

－ 180 － 60

グループ2
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ3
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務
サーバのUPS

180

180

180

▼

常確認
時間

猶予時間
-Up
順位

護時間

3 4 5 6 7 8 9 10 11 1612 13 14 15

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

180

180

電源異
電源切断

Warm
Disk保 0 1 2

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間を電源異常確認
時間に設定する

業務サーバのグループ2、3停止後に
キャッシュフラッシュを開始

電源異常確認時間（60秒）後に
シャットダウン開始

キャッシュフラッシュ完了後に
UPS停止

 

■復電時の起動時間
電源復電

630 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60
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グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －
iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務
サーバのUPS

グループ1
60

60

グループ3

7 8 9 13 14 15

管理サーバのUPS

6電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

▼

0 1 2 3 4 5 1110 1612

（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）が接
続）

－ 180 －

グループ2
（業務サーバAが接続）

－ 180 －

（業務サーバBが接続）
－ 180 － 60

復電しDisk保護時間の後に管
理サーバが起動

管理サーバ起動後に、iStorageを起
動

iStorageの起動確認後に、業務サーバの
起動処理を開始

iStorageの起動確認後に、業務サーバの
起動処理を開始



■部分停電（iStorage、業務サーバ）時のUPS停止時間
電源異常

630 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）が接
続）

－ 180 － 60

グループ2
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ3
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ

180

180

10 11 1612 13 14 156 7 8 92 3 4 5

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務
サーバのUPS

▼

電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

0 1

電源異常確認時間（60秒）後に
シャットダウン開始

業務サーバのグループ2、3停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後に
UPS停止

 

■部分復電（iStorage、業務サーバ）時のUPS起動時間
電源復電

630 － － －

グループ1
（管理サーバが接続）

－ 180 － 60

グループ2
（接続機器なし）

－ 180 － 60

グループ3
（接続機器なし）

－ 180 － 60

60 － － －

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）が接
続）

－ 180 － 60

グループ2
（業務サーバAが接続）

－ 180 － 60

グループ3
（業務サーバBが接続）

－ 180 － 60

▼

0 1 2 3 4 5 1612

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務
サーバのUPS

6電源異
常確認
時間

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
順位

Disk保
護時間

7 8 9 13 14 151110

iStorageを起動

iStorageの起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始

iStorageの起動確認後に、業務
サーバの起動処理を開始
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５．２ スケジュール運転時の動作説明 

スケジュール運転時の動作ポイントは、以下となります。 
 

動作のポイント 
■iStorageのスケジュールの動作 

・iStorage のスケジュールによる停止は、各サーバに設定されたスケジュールに依存し、管理サーバのスケジュ
ールには依存しません。 

 

・ESMPRO/AC の設定において iStorage の資源を利用する全ての業務サーバがスケジュール OFF 処理された場
合にのみ iStorageの切断処理が実行されます。 

 

・LCD パネル付き Smart-UPS 装置を使用し、コンセントグループ単位の制御を行っている場合、iStorage、サー
バの起動処理は全て ESMPRO/AC 管理サーバが制御を行うため、管理サーバが起動しない限り起動処理が行
えません。 

 

■スケジュール設定 
・iStorageのスケジュール OFFは、管理サーバではなく iStorageの資源を利用するサーバのスケジュールによっ
て動作します。 

OFF から ON までの時間が短い場合、キャッシュフラッシュ処理が完了できない可能
性があるため、iStorageの OFF処理を行いません。 

 

 

・サーバのスケジュール

以降に、LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用していない場合と LCDパネル付き Smart-UPS装置を使用してい
る場合のスケジュール運転の動作について、記述します。 
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５.２.１ LCDパネルなしSmart-UPS装置 

スケジュール運転時の動作は以下のとおりになります。 

 

 

DE 

業務サーバ 

コントローラ 

① 

①電源切断猶予時間 

   ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 

   ＋ 2分 

②OSシャットダウン処理時間 

③電源異常確認時間 

 

①’ 

①’’

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を要求

し、UPSへ一定時間後

に停止するOFF指示 

管理サーバ 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ﾃﾞｨｽｸﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯ

ｼｭが完了するとUPS

にOFF要求 

管理サーバのｽｹｼﾞｭｰﾙ

OFF時刻経過により、停

止処理の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

①’’’

②’

UPSのOFF

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻経過

からiStorageの停止までの時間 

業務ｻｰﾊﾞ／管理ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻 

③ 

③’ 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 

①    業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 ＋ ２分 

 

①’ ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 ＋ ２分 

 

①’’ DEに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間 ＋ ２分 

 

①’’’管理サーバに接続した UPS （電源装置）の電源切断猶予時間 ＋ LowBattery検出後の動作可能時間＋２分 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 

③’ DEに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 
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動作例 

スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールOFF時間は、業務サーバ／iStorageの停止予定時間までは稼動するように設定してください。
・管理サーバのスケジュールON時間は、業務サーバ／iStorageの起動予定時間までに稼動するように設定してください。

■スケジュールOFF時のUPS停止時間
業務サーバのスケジュールOFF時刻 管理サーバのスケジュールOFF時刻

管理サーバのUPS 180 60 －

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 90 60 0

iStorage(DE）のUPS 180 60 360

業務サーバAのUPS 90 60 －

業務サーバBのUPS 90 60 －

※電源切断猶予時間＋LowBattery検出後の動作可能時間(最小値120秒）＋2分（固定）

■スケジュールON時のUPS起動時間
管理サーバのスケジュールON時間 業務サーバのスケジュールON時間

管理サーバのUPS 180 60 －

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 90 60 0

iStorage(DE）のUPS 180 60 360

業務サーバAのUPS 90 60 －

業務サーバBのUPS 90 60 －

実際の起動時刻には、誤差が発生する場合があります。

▼ ▼
0 1 2 3 4 5

電源切断
猶予時間

Disk
保護
時間

Warm-Up
時間

19

180

16 17 1810 11 12 13

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ 90+120+120　※

15146 7 8 9

業務サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ 180+120+120　※

90+120+120　※

90+120+120　※

▼ ▼

電源切断
猶予時間

Disk
保護
時間

Warm-Up
時間

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

※Smart-UPSは時間を6分単位で認識する仕様であるため、設定したスケジュール時刻と

キャッシュフラッシュが完了するまで
に十分な時間後にOFF時刻を設定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開

管理サーバのスケジュール時刻か
らDisk保護時間後に起動

始

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュール時刻
よりも先に起動する。

業務サーバのスケジュール時
刻（＋Disk保護時間後）に起
動

業務サーバのスケジュール時
刻からDisk保護時間後に起動

業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動する
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LCDパネル付きSmart-UPS装置(コンセントグループ制御なし) 

スケジュール運転時の動作は以下のとおりになります。 

 

５.２.２ 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③Warm-UP時間 

①’ 

①’’

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を要求

し、UPSへ一定時間後

に停止するOFF指示 

管理サーバ 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ﾃﾞｨｽｸﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯ

ｼｭが完了するとUPS

にOFF要求 

管理サーバのｽｹｼﾞｭｰﾙ

OFF時刻経過により、停

止処理の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

①’’’

②’

UPSのOFF

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻経過

からiStorageの停止までの時間 

業務ｻｰﾊﾞ／管理ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻 

③ 

③’ 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 

①    業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’ DEに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’’管理サーバに接続した UPS （電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 

③’ DEに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 



動作例 

スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールOFF時間は、業務サーバ／iStorageの停止予定時間までは稼動するように設定してください。
・管理サーバのスケジュールON時間は、業務サーバ／iStorageの起動予定時間までに稼動するように設定してください。

■スケジュールOFF時のUPS停止時間
業務サーバのスケジュールOFF時刻 管理サーバのスケジュールOFF時刻

管理サーバのUPS 180 60 －

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 90 60 0

iStorage(DE）のUPS 180 60 360

業務サーバAのUPS 180 60 －

業務サーバBのUPS 180 60 －

■スケジュールON時のUPS起動時間
管理サーバのスケジュールON時間 業務サーバのスケジュールON時間

管理サーバのUPS 180 60 －

iStotage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS 90 60 0

iStorage(DE）のUPS 180 60 360

業務サーバAのUPS 180 60 －

業務サーバBのUPS 180 60 －

分単位で認識する仕様であるため、設定したスケジュール時刻と
発生する場合があります。

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

16 17 18 1912 13 14 158 9 10 114 5 6 7

▼

電源切断
猶予時間

Disk
保護
時間

Warm-Up
時間

0 1 2 3

▼

90

90

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ 180

サーバの停止待ち キャッシュフラッシュ 90

146 7 8 9 19

180

16 17 1810 11 12 13
電源切断
猶予時間

Disk
保護
時間

Warm-Up
時間

▼ ▼
0 1 2 3 4 5 15
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※Smart-UPSは時間を6
実際の起動時刻には、誤差が

キャッシュフラッシュが完了するまで
に十分な時間後にOFF時刻を設定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開

管理サーバのスケジュール時刻から
Disk保護時間後に起動

始

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュール時刻
よりも先に起動する。
業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動する

業務サーバのスケジュール時
刻（＋Disk保護時間後）に起
動

業務サーバのスケジュール時
刻からDisk保護時間後に起動

キャッシュフラッシュが完了するまで
に十分な時間後にOFF時刻を設定する
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LCD パネル付き Smart-UPS 装置(メイングループあり) 

スケジュール運転時の動作は以下のとおりになります。 

 

５.２.３ 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③Warm-UP時間 

①’ 

①’’

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を要求

し、UPSへ一定時間後

に停止するOFF指示 

管理サーバ 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ﾃﾞｨｽｸﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯ

ｼｭが完了するとUPS

にOFF要求 

管理サーバのｽｹｼﾞｭｰﾙ

OFF時刻経過により、停

止処理の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

①’’’

②’

UPSのOFF

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻経過

からiStorageの停止までの時間 

業務ｻｰﾊﾞ／管理ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻 

③ 

③’ 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 

①    業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’ DEに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’’管理サーバに接続した UPS （電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 

③’ DEに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 



動作例 

スケジュール設定時の注意点

・管理サーバのスケジュールOFF時間は、業務サーバ／iStorageの停止予定時間までは稼動するように設定してください。

■スケジュールOFF時のUPS停止時間
業務サーバのスケジュールOFF時刻 管理サーバのスケジュールOFF時刻

－ － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

120 60 －

グループ2
（接続機器なし）

120 60 －

－ － 0

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

180 60 －

グループ1
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 360

メイングループ
（iStorage(DE）のUPS）

180 60 －

グループ1
（接続機器なし）

180 60 －

－ － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

120 60 －

グループ1
（接続機器なし）

120 60 －

－ － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

120 60 － 120

120

業務サーバ
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバ
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

iStorage(DE）のUPS

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

業務サーバBのUPS

業務サーバAのUPS

8電源切断
猶予時間

Warm
-Up
時間

0 1Disk保護
時間

業務サーバ
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

9

▼

2 3 4 5 6 7

120

グループ1
停止待ち

キャッシュフラッシュ
業務サーバ
停止待ち

120

▼

10 11 1612 13 14 15
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グループ1
（接続機器なし）

120 60 －

キャッシュフラッシュが完了す
るまでに十分な時間後にOFF
時刻を設定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後にUPS停止

業務サーバのスケジュールOFF時
刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

業務サーバのスケジュールOFF時
刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

 



スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールON時間は、業務サーバ／iStorageの起動予定時間までに稼動するように設定してください。

■スケジュールON時のUPS起動時間
管理サーバのスケジュールON時間 業務サーバのスケジュールON時間

－ － －

メイングループ
（管理サーバが接続）

120 60 －

グループ1
（接続機器なし）

120 60 －

－ － 0

メイングループ
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

180 60 －

グループ1
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 360

メイングループ
（iStorage(DE）のUPS）

180 60 －

グループ1
（接続機器なし）

180 60 －

－ － －

メイングループ
（業務サーバAが接続）

120 60 －

グループ1
（接続機器なし）

120 60 －

－ － －

メイングループ
（業務サーバBが接続）

120 60 －

グループ1
（接続機器なし）

120 60 －

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

iStorage(DE）のUPS

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

12電源切断
猶予時間

Disk保
護時間

Warm
-Up
時間

28 302218 200 2 4 6 8 10 3224 26

▼▼

14 16

管理サーバのスケジュール時刻から
Disk保護時間後に起動

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

業務サーバのスケジュール時刻から
Disk保護時間後に起動

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

メイングループのONから
Disk保護時間後に起動

業務サーバのスケジュール時刻から
Disk保護時間後に起動

メイングループのONから
Disk保護時間後に起動

業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動

業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動

メイングループのONから
Disk保護時間後に起動
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５.２.４ LCD パネル付き Smart-UPS 装置(メイングループなし) 

スケジュール運転時の動作は以下のとおりになります。 

 

 

業務サーバ 

コントローラ 

DE 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③Warm-UP時間 

①’ 

①’’

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を要求

し、UPSへ一定時間後

に停止するOFF指示 

管理サーバ 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（UPSの

OFF）を認識すると

iStorageに対して 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

開始要求 

ﾃﾞｨｽｸﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯ

ｼｭが完了するとUPS

にOFF要求 

管理サーバのｽｹｼﾞｭｰﾙ

OFF時刻経過により、停

止処理の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

①’’’

②’

UPSのOFF

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻経過

からiStorageの停止までの時間 

業務ｻｰﾊﾞ／管理ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻 

③ 

③’ 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバコントローラ DE 

 

①    業務サーバに接続した UPS（電源装置）の電源切断猶予時間 

 

①’ ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’ DEに接続した UPS（連動装置）の電源切断猶予時間 

 

①’’’管理サーバに接続した UPS （電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   ｺﾝﾄﾛｰﾗに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 

③’ DEに接続した UPS （連動装置）のWarm-UP時間 ＋ ６分 ＋ キャッシュフラッシュの最大時間 

 



動作例 

スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールOFF時間は、業務サーバ／iStorageの停止予定時間までは稼動するように設定してください。

■スケジュールOFF時のUPS停止時間
業務サーバのスケジュールOFF時刻 管理サーバのスケジュールOFF時刻

－ － －

グループ1
（管理サーバが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 0

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 360

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － －

グループ1
（業務サーバが接続）

180 60 －

－ － －

（業務サーバBが接続）

▼

9 11

キャッシュフラッシュ完了待ち

キャッシュフラッシュ

5 6 7

キャッシュフラッシュ完了待ち

Disk保
護時間

業務サーバの
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバの
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

業務サーバの
停止待ち

キャッシュフラッシュ完了待ち

8

業務サーバの
停止待ち

1612 13 14 15

▼

電源切断
猶予時間

Warm
-Up
時間

0 1 2 3 104

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

180

180

180

業務サーバBのUPS

iStorage(DE）のUPS

業務サーバAのUPS

業務サーバの
停止待ち

180

業務サーバの
停止待ち
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グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

グループ1
180 60 － 180

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間後にOFF時刻を設
定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

業務サーバのスケジュールOFF時刻後、即OFF

キャッシュフラッシュ完了後に、UPS停止

 



スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールON時間は、業務サーバ／iStorageの起動予定時間までに稼動するように設定してください。

■スケジュールON時のUPS起動時間
管理サーバのスケジュールON時間 業務サーバのスケジュールON時間

－ － －

グループ1
（管理サーバが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 0

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）が接

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 360

グループ1
（iStorage(DE）のUPS）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － －

グループ1
（業務サーバAが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － －

グループ1
（業務サーバBが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

▼▼

0 2 4 6 8 10 3224 26Warm
-Up
時間

28 302218 20

業務サーバAのUPS

業務サーバBのUPS

14 16

iStorage(DE）のUPS

管理サーバのUPS

iStoｒage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）のUPS

12電源切断
猶予時間

Disk保
護時間

管理サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

業務サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動

Warm-Up時間＋６分（固定）＋キャッシュフラッシュの最大時間

業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動

業務サーバのスケジュール時刻より
も先に起動

業務サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動
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５.２.５ LCD パネル付き Smart-UPS 装置(メイングループなし) (iStorage と連動端末が同じ

UPS) 

スケジュール運転時の動作は以下のとおりになります。 

 

 

業務サーバ 

（UPSのグルー

プ2、3に接続） 

コントローラ 

DE 

（UPSのグループ

1に接続） 

① 

①電源切断猶予時間 

②OSシャットダウン処理時間 

③Warm-UP時間 

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ処理を要求

し、グループ2、3へ一

定時間後に停止する

OFF指示 

管理サーバ 

ｻｰﾊﾞﾀﾞｳﾝ（グループ

1、グループ2のOFF）

を認識するとiStorage

に対して 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ 

ﾃﾞｨｽｸﾌﾗｯｼｭ処理 

（最大5分） 

iStorageのｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭ

が完了するとグループ1

に即時OFF要求 

管理サーバのｽｹｼﾞｭｰﾙ

OFF時刻経過により、停

止処理の開始 

② 

ｻｰﾊﾞｼｬｯﾄ 

ﾀﾞｳﾝ完了 

UPSのOFF 

ｷｬｯｼｭﾌﾗｯｼｭの

完了待ちのため

の状態監視 

①’’’

②’

UPSのOFF

業務ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙOFF時刻経過

からiStorageの停止までの時間 

業務ｻｰﾊﾞ／管理ｻｰﾊﾞのｽｹｼﾞｭｰﾙON時刻 

③ 

業務サーバ 業務サーバ 管理サーバ コントローラDE 

 

①    業務サーバに接続したグループ 2、3の電源切断猶予時間 

 

①’’’管理サーバに接続した UPS （電源装置）の電源切断猶予時間 

 

②   業務サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

②’ 管理サーバの OSシャットダウン処理時間 

 

③   iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）に接続したグループ 1のWarm-UP時間 

 



動作例 

スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールOFF時間は、業務サーバ／iStorageの停止予定時間までは稼動するように設定してください。

■スケジュールOFF時のUPS停止時間
ュールOFF時刻 管理サーバのスケジュールOFF時刻

－ － －

グループ1
（管理サーバが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

－ － 360

グループ1
（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、
業務サーバが接続）

180 60 －

グループ2
（業務サーバAが接続）

180 60 －

グループ3
（業務サーバBが接続）

180 60 －

▼

9 11

キャッシュフラッシュ

5 6 7Disk保
護時間

180

180

8

業務サーバの
停止待ち

1612 13 14 15電源切断
猶予時間

Warm
-Up
時間

0 1 2 3 104

管理サーバのUPS

iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務
サーバのUPS

180

180

180

業務サーバのスケジ
▼

キャッシュフラッシュが
完了するまでに十分な
時間後にOFF時刻を設
定する

業務サーバのUPS停止後に
キャッシュフラッシュを開始

キャッシュフラッシュ完了後に、UPS停止
業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

業務サーバのスケジュールOFF
時刻からシャットダウン開始

スケジュール設定時の注意点
・管理サーバのスケジュールON時間は、業務サーバ／iStorageの起動予定時間までに稼動するように設定してください。

■スケジュールON時のUPS起動時間
管理サーバのスケジュールON時間 業務サーバのスケジュールON時間

－ － －

グループ1
（管理サーバが接続）

180 60 －

グループ2
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（接続機器なし）
180 60 －

グループ3

グループ1

グループ3
（接続機器なし）

180 60 －

▼▼

0 1 2 3 4 5 1613

管理サーバのUPS

iStoｒage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、業務

6電源切断
猶予時間

Disk保
護時間

Warm
-Up
時間

7 8 14 15119 10 12

（接続機器なし）
180 60 －

－ － 360
サーバのUPS

（iStorage（ｺﾝﾄﾛｰﾗ、DE）、
業務サーバが接続）

180 60 －

グループ2
（接続機器なし）

180 60 －

管理サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動

Warm-Up時間

業務サーバのスケジュール時刻
よりも先に起動

業務サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動

業務サーバのスケジュール時刻
からDisk保護時間後に起動

 



６．補足事項 

６．１ 管理サーバ２台の場合のAC Management Consoleの設定 

管理サーバ（制御端末）を２台にし、管理サーバに冗長性を持たせたシステムで運用する場合には、以下の設
定が必要です。 

ツリー構成例 
ESMPRO/AutomaticRunningController で電源制御を行う機器構成を作成
します。 

設定例の構成の場合、作成するツリーは以下のようになります。 
 

＜設定例＞ 
◆制御端末と UPS 

制御端末１ CONTROLLER1 

制御端末１の UPS SSUPS001 

制御端末２ CONTROLLER2 

制御端末２の UPS SSUPS002 

 

◆iStorageの UPS 
※iStorageグループは、電源制御グループの下位に作成します。 

※連動装置 01は AC Management Console画面の メニュー（[編集]－ 
 [連動装置のグループ追加]）より作成します。 

iStorage（コントローラ）の UPS SSUPS003 

iStorage（DE）の UPS SSUPS004 

 

◆連動端末と UPS 

※業務サーバグループは iStorageグループの下位に作成します。 

連動端末 1 SERVER01 

連動端末 1 の UPS SSUPS005 

連動端末 2 SERVER02 

連動端末 2 の UPS SSUPS006 

 

電源装置／連動装置の設定 
パラメータ設定は、管理サーバ（制御端末）間で同様のパラメータ設
定が必要であること以外は、管理サーバが１台の場合と同様の設定で
す。 
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７．注意事項 

(1) 本書は iStorage を含むシステム構成を構築する際に必要な事項のみについて記述しています。システム構築
の際は、本書に合わせて ESMPRO/AutomaticRunningControllerのセットアップカードを参照してください。 

 

(2) 制御端末は、電源障害が発生後、iSt ャッシュフラッシュ指示を行ってその完了を確認
後に、制御端末自身をシャットダウン 要があります。使用するサーバの消費電
力を考慮し、バッテリ容量の大きな

 

(3) 制御端末は、iStorageの資源を使用し
 

(4) iStorage連携機能が利用できない構成の場合には、iStorage連携機能設定は行わないでください。 
 

(5) iStorage M シリーズを利用する場合 utomaticRunningContro 用する通信ポート
は、iStorage コントローラの「BMC IP  

 

(6) SANブートの環境における AMCから共有ディスクおよびブレードサーバを手動起動させる場合の注意。 

AMCの操作にて共有ディスクおよび 動起動させる場 PRO/ACのスケジュール

最新の動作環境やアップデート情報については製品のサイトもあわせてご確認ください。 

orage 装置に対してキ
するまでバッテリ稼動する必

UPSを使用してください。 

ないでください。 

、ESMPRO/A ller との連携で使
アドレス」です。

ブレードサーバを手 合、＜ESM
機能または停電機能によるブレードサーバ起動についての注意＞ にて設定したブレードサーバへの起動要
求を待ち合わせる設定のパラメータが 。従って、ブレードサーバへの起動要求を送るタイ
ミングの調整はAMC操作者にて行なう必 時
間を考慮する必要があります。 
１．共有ディスクおよび FC スイッチの電源オン後、ブレードサーバから共有ディスクへのアクセスが可

能になるまでに要する時間以
２．ブレードサーバの無停電電源 秒経過（インテリジェントスイッチ等のブレード

サーバの運用に必要な機器が起動する時間）
 

共有ディスクおよび FC スイッチの無停電電源装置とブレードサーバの無停電電源装置を同時にオン
した場合、上記１．および２． 行
なう必要があります。 

 

例）共有ディスクおよび FC スイッチの電源オン後、ブレードサーバから共有ディスクへのアクセス
が可能になるまでに要する時間が 秒の環境における操作

 

0:00:00  AMC より共有 FC スイッチの無停電電源装置、およびブレードサーバの無
停電電源装置の

0:05:00  （ブレードサー
0:07:00  （共有ディスク
0:07:30  AMCよりブレー

 

共有ディスクおよびFCスイッチの各装置の起動時間につきましては装置に添付される取扱説明書を参照く

有効になりません
要があります。ブレードサーバへの起動要求タイミングは以下の

上の時間 
装置をオンして 300

 

の大きい方の時間経過後に AMC にてブレードサーバのオン操作を

420 例 

ディスク、
オン操作を実施 
バの起動準備完了） 

および FCスイッチの起動処理完了） 
ドサーバの起動操作を実施 

ださい。 
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